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研究成果の概要（和文）：Aireの機能障害によって胸腺髄質上皮細胞が発現する免疫学的自己の総体にどのよう
な変化がみられ、その結果どのように自己寛容の破綻へとつながるかを明らかにした。他方、ナイーブ状態でも
あらかじめ記憶細胞の特徴を有し、サイトカイン産生能やキラー活性能を既に獲得したT細胞をinnate T細胞と
呼ぶ。我々は自己抗原と共通な外来抗原（ネオ･セルフ）を認識する innate T細胞の代表であるγδ型T細胞の
胸腺での分化機構と末梢での機能発現機構の解明に取り組んだ。

研究成果の概要（英文）：Aire, a transcriptional regulator whose defect results in the development of
 autoimmunity, controls the transcriptome of medullary thymic epithelial cells (mTECs) including the
 genes for self-antigens. Mechanisms for this process, however, remained incompletely understood. 
our results uncover multilayered transcriptional control by Aire in mTECs with revealing two 
distinct classes of gene regulation. On the other hand, γδ T cells producing IL-17A (γδTh17 
cells) are known to be involved in peritonitis induced by Escherichia coli infection in mice. In 
vivo treatment with Vγ6-specific mAb (1C10-1F7) significantly hampered resolution of E. coli 
infection. Thus, Vγ6+ γδTh17 cells mainly contributed to protection against E. coli infection.

研究分野：免疫学

キーワード： 胸腺　自己免疫疾患　Aire　innate T細胞　ネオ・セルフ

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
その機能障害や過剰および異所性発現により、実際にヒトやマウスに病気がもたらされることから、Aireの研究
によって自己免疫疾患においても「真の実験医学」が可能になったと言える。他方、IL-17A産生γδ型T細胞は
子宮頸部粘膜下層、大腸の粘膜固有層、腹腔、肺、皮膚真皮に多く存在し、大腸菌と肺炎桿菌の感染早期の防御
に働くことを示した。さらに、乾癬モデルおよび褥瘡モデルを用いて好中球を誘導し、innate T細胞が皮膚炎症
の誘導を担うことも明らかにした。以上の知見は、自己免疫疾患の発症阻止ならびに生体防御機構における胸腺
の役割を明らかにしたものであり、その社会的意義は大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
臓器移植の成否を決める主要組織適合複合体（Major histocompatibility complex：MHC）（ヒト
では Human leukocyte antigen（HLA）と呼ばれる）は主に白血球に発現され、個人ごとで多様性
に富む。この HLA 分子の型が、さまざまな疾患の感受性と関連するが、なぜ HLA の型が疾患
感受性を決めるのかという理由については未だに不明である。HLA による疾患感受性は特に自
己免疫疾患で多くの例がみられるが、大規模ゲノム解析によると、これまでのところ免疫異常が
原因とは考えられていない統合失調症やナルコレプシーといった精神・神経疾患においてさえ
も HLAが重要な遺伝要因であることが明らかになっている。他方、T細胞や B細胞といった免
疫担当細胞が発現する抗原受容体（レセプター）が、どのように抗原を認識しているかについて
も十分に解明されているとは言いがたい。T細胞が抗原（ペプチド）を認識する際、抗原提示細
胞が発現する MHC の溝にペプチドがはさまった状態で T 細胞抗原受容体によって認識される
が、実際にその構造を明らかにした研究は比較的少数にとどまる。同様に、薬物アレルギーや金
属アレルギーの場合の T 細胞による抗原認識の仕組みも不明な点が多く残されている。こうし
た未解決の問題は、MHCという謎の多い分子を軸に免疫細胞がどのように抗原を認識するかと
いう基本的な問題を解くことによって解決されなければならず、それによって免疫が関係する
病気の原因を明らかにできる可能性がある。こうした状況をふまえ、本研究では抗原提示細胞が
発現する抗原を従来の「自己（セルフ）」および「非自己（ノン・セルフ）」の枠組みによって
分類するのではなく、それに替わる新たな概念「新規自己（ネオ・セルフ）」を提案した。この
新たな概念を適用することによって、これまで不明であったMHCと疾患感受性の謎や自己免疫
疾患・アレルギーの原因などに迫ることが本研究領域のミッションである。こうした背景をふま
え、松本と吉開は「胸腺におけるネオ・セルフ生成機構」の解明に取り組んだ。 
 
２．研究の目的 
従来、セルフは免疫細胞に対して免疫応答を引き起こさないことを原則として定義されてきた。
しかしながら、実際にはセルフの抗原に対する免疫応答が自己免疫疾患の共通現象であること
をふまえ、本研究領域では自己免疫応答を含め免疫反応を惹起する抗原をその起源を問わず「ネ
オ・セルフ」と定義するというコンセプトを打ち出した。この新規の抗原提示・抗原認識機構の
詳細を明らかにすることによって免疫関連疾患の病態を解明するとともに、自己の細胞に由来
する腫瘍組織に対する有効な腫瘍免疫誘導法への展開も目指した。一連の研究には最新のテク
ノロジーを集約し、これまで知られていなかったタイプの抗原ペプチド—MHC複合体（p-MHC）
の実証と、この p-MHCが実際に病気の原因になることを示し、「ネオ・セルフ」の概念を確立
することが本領域の研究目的である。特に研究代表者の松本と研究分担者の吉開の研究におい
ては、それぞれ胸腺における転写調節因子 Aire の機能解明と innate T 細胞が認識する胸腺内抗
原の同定を研究目標に設定した。 
 
３．研究の方法 

Aire欠損によって認められる胸腺髄質上皮細胞からの自己抗原の発現低下が自己免疫病態
の直接原因であるとする現行モデルを検証すると同時に、Aire を欠損した胸腺髄質上皮細
胞が発現する「ネオ･セルフ」の実体がどのようなものであるかを明らかにする研究に取り
組んだ。そのためには転写調節因子である Aire の標的遺伝子を明らかにすることが必須で
ある。私達は Aire欠損マウスに加えて Aireを過剰に発現するマウスを作製し、Aireの発現
レベルに相関して変動する遺伝子を探索した。一方、吉開は Vγ6 特異的モノクローナル抗
体(1C10-1F7 mAb)を確立し、新生児期胸腺の動的変化を調べるとともに、胸腺の髄質領域に
おける局在を検討した。さらに、乾癬モデルおよび褥瘡モデルを用いて好中球を誘導し、皮
膚炎症を誘導するか否かについて検討を行った。 
 
４．研究成果 
胸腺髄質上皮細胞（medullary thymic epithelial cell: mTEC）に発現する転写調節因子 Aireの自己
抗原発現機構を明らかにすることで、免疫細胞がどのように自己寛容を獲得しているかを明ら
かにしたいと考えた（J . Immunol. 2017, J. Immunol. 2018）。そのため従来の Aire欠損マウスに加
え、Aireを過剰に発現する遺伝子改変マウスを作製した（以下、3xAire-KIと記す）。Aireの標的
遺伝子を明らかにする目的で、Aire欠損 mTECで発現低下し、かつ 3xAire-KI mTECで発現増強
する遺伝子を検索したところ比較的少数の遺伝子にとどまり、それらの遺伝子は mTEC の分化
に関わる遺伝子群であることが判明した。この Transcriptome 解析と併行して両遺伝子改変マウ
スの mTECを用いて Single-cell analysisを行ったところ、Aireの増減によって成熟 mTECの細胞
構成が大きく異なることが明らかとなった（J . Autoimmunity 2018）。Aireを過剰に発現するマ
ウスにおいても、Aire 欠損マウスと同様に自己抗原遺伝子を含む数多くの遺伝子発現低下
を認めた。さらに興味深いことに、Aireを過剰に発現させたマウスは逆説的に自己免疫疾患
を発症した。すなわち、胸腺において自己寛容を適正に成立させるために Aire の至適発現
レベルが存在することが明らかになった（J . Immunol. 2022, Cell Reports. 2022）。 
分担研究者の吉開は、自己抗原と共通の組成（免疫原性）をもつ外来抗原（ネオ・セルフ）に
反応する innate T 細胞の胸腺での分化機構と末梢での機能発現機構の解明を目指した。その結
果、（１）胎生早期の胸腺で既に IFN-/IL-17産生能が獲得されていること、（２）IFN-産生型



T細胞には Bcl2依存性に DN3から分化する CD5+Nk1.1−タイプと Bcl2非依存性に DN2aステー
ジの胸腺細胞から分化する CD5−Nk1.1+タイプが存在すること、（３）IL-17A 産生型 T 細胞は
DN2b ステージ胸腺細胞から直接分化できることを明らかにした (Cell Reports 2017, Immunol. 
Lett. 2017, Front. Immunol. 2018)。さらに V6特異的モノクローナル抗体を樹立して V6+ 型 T
細胞が、（１）胎生期の胸腺で IL-17 産生能を獲得して新生児期胸腺でその数がピークとなるこ
と、（２）胸腺の mTECに接して存在すること（松本との共同）、（３）MHCクラス II非依存性
かつ SLAM-SAP依存性に分化することを明らかにした（Life Science Alliance 2019)。両研究は胸
腺における自己寛容の成立に関わるネオ・セルフの役割を明確にした。さらに、Vγ6 特異的モ
ノクローナル抗体（1C10-1F7 mAb）を確立し、Vγ6+γδ型 T細胞は、胎生期の胸腺で IL-17
産生能を獲得して新生児期胸腺でその数がピークとなること、胸腺の髄質領域で髄質上皮
細胞に接して存在すること、MHC クラス II 非依存性 SLAM-SAP 依存性に分化することを
明らかにした。 
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有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
In vivo blockade of T cell development reveals alternative pathways for generation of
intraepithelial lymphocytes in mice

Immunology Letters 40-46

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Mondoon S, Shibata K, Yoshikai Y 191
 １．著者名

10.1016/j.celrep.2017.10.007

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
CD5－NK1.1+γδT cells that develop in a Bcl11b-independent manner participate in early
protection against infection.

Cell Reports 1191-1202

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Hatano S, Murakami T, Noguchi N, Yamada H, Yoshikai Y. 21
 １．著者名



2016年

2016年

2016年

2016年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

10.1177/1753425916664125

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
IL-21 inhibits IL-17A-producing γδ T cell response after infection with Bacillus Calmette-
Guerin via induction of apoptosis

Innate Immun. 588-597

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Huang Y., Matsumura Y., Hatano, S., Noguchi N., Murakamia, T., Iwakura Y., Sun X., Oharad N.,
Yoshikai Y.

22
 １．著者名

10.1093/infdis/jiw443

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Two Types of Interleukin 17A?Producing γδ T Cells in Protection Against Pulmonary Infection
WithKlebsiella pneumoniae

Journal of Infectious Diseases 1752～1761

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Murakami Tesshin、Hatano Shinya、Yamada Hisakata、Iwakura Yoichiro、Yoshikai Yasunobu 214
 １．著者名

10.1016/j.immuni.2016.10.012

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
C-Type Lectin Receptor DCAR Recognizes Mycobacterial Phosphatidyl-Inositol Mannosides to
Promote a Th1 Response during Infection

Immunity 1245-1257

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 １．著者名  ４．巻
Toyonaga K, Torigoe S, Motomura Y, Kamichi T, Hayashi JM, Morita YS, Noguchi N, Chuma Y,
Kiyohara H, Matsuo K, Tanaka H, Nakagawa Y, Sakuma T, Ohmuraya M, Yamamoto T, Umemura M,
Matsuzaki G, Yoshikai Y, Yano I, Miyamoto T, Yamasaki S.

45

10.1084/jem.20151780

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Identification of embryonic precursor cells that differentiate into thymic epithelial cells
expressing autoimmune regulator

J. Exp. Med. 1441-1458

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 １．著者名  ４．巻
Akiyama N, Takizawa N, Miyauchi M, Yanai H, Tateishi R, Shinzawa M, Yoshinaga R, Kurihara M,
Demizu Y, Yasuda H, Yagi S, Wu G, Matsumoto M, Sakamoto R, Yoshida N, Penninger JM, Kobayashi
Y, Inoue J, Akiyama T.
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2016年

2016年

2016年

〔学会発表〕　計50件（うち招待講演　7件／うち国際学会　12件）

2021年

 ２．発表標題

第50回日本免疫学会
 ３．学会等名

Junko Morimoto, Minoru Matsumoto, Ryuichiro Miyazawa, Hideyuki Yoshida, Mitsuru Matsumoto
 １．発表者名

 ４．発表年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

Aire suppresses CTLA-4 expression from medullary thymic epithelial cells to avoid autoimmunity

10.1016/j.intimp.2016.03.007.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Antitumor activity of recombinant Bacille Calmette-Guerin secreting interleukin-15-Ag85B fusion
protein against bladder cancer

Int. Immunopharmacol. 327-331

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Takeuchi A, Eto M, Tatsugami K, Shiota M, Yamada H, Kamiryo Y, Dejima T, Kashiwagi E, Kiyoshima
K, Inokuchi J, Takahashi R, Yokomizo A, Ohara N, Yoshikai Y.

35
 １．著者名

10.1186/s13075-016-1086-y.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Interleukin-21-signaling in B cells, but not in T cells, is indispensable for the development
of collagen-induced arthritis in mice

Arthritis Research & Therap. 1-10

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Sakuraba K., Oyamada A., Fujimura K., Spolski R., Iwamoto Y., Leonard I.W., Yoshikai Y., Yamada
H.

17
 １．著者名

10.1038/srep31881.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
IL-21/IL-21R signaling suppresses intestinal inflammation induced by DSS through regulation of
Th responses in lamina propria in mice

Sci. Rep. 1-14

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Wang, Y. Jiang, X., Zhu, J., Yue, D., Zhang, X., Wang, X., You, Y., Wang, B., Xu, Y., Lu, C,
Sun, X., Yoshikai Y.
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 １．著者名



2022年

2022年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第41回日本胸腺研究会

第41回日本胸腺研究会

EMBO Workshop ThymE（招待講演）（国際学会）

The 18th Awaji International Forum on Infection and Immunity（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

森本純子、松本　満

松本　穣、松本　満、尾矢剛志

Mitsuru Matsumoto, Junko Morimoto, Minoru Matsumoto, Koichi Tsuneyama, Ryuichiro Miyazawa, Hitoshi Nishijima

Minoru Matsumoto, Mitsuru Matsumoto

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

Tissue-specific autoimmunity controlled by Aire in thymic and peripheral tolerance mechanisms

胸腺内Treg誘導における胸腺髄質上皮細胞と樹状細胞の機能的差異

胸腺癌におけるAIRE発現と胸腺髄質上皮細胞との類似性

Aire-dependent establishment of self-tolerance studied by genetically modified mice



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

The 18th Awaji International Forum on Infection and Immunity（国際学会）

The 17th International Congress of Immunology（国際学会）

第92回日本生化学会大会

第31回日本比較免疫学会学術集会－第30回日本生体防御学会学術総会の合同集会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Shinya Hatano, Xin Tun, Dan Yue, Naoto Noguchi, Xun Sun, Mitsuru Matsumoto, Yasunobu Yoshikai.

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Matsumoto M, Morimoto J, Matsumoto M, Tsuneyama K, Miyazawa R, Nishijima H

松本　満

Tun Xin、畑野晋也、Dan Yue、野口直人、岩倉洋一郎、Xun Sun、吉開泰信

 ４．発表年

The analysis of roles of Vγ6 γδ T cells in host defense using a new monoclonal antibody specific to mouse Vγ6 chain

Aire-dependent establishment of self-tolerance

胸腺におけるネオ・セルフ生成機構

新規抗マウスVγ6抗体を用いたIL-17A産生Vγ6γδ型T細胞の生体防御機構における役割の解明

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第29回日本内分泌学会臨床内分泌代謝Update（招待講演）

第42回日本分子生物学会

 ２．発表標題

第48回日本免疫学会学術集会

第48回日本免疫学会学術集会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Xin Tun, Dan Yue,Shinya Hatano, Yoichiro Iwakura, Xun Sun, Yasunobu Yoshikai.

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Shinya Hatano, Xin Tun, Mitsuru Matsumoto, Yoshihiro Baba, Yasunobu Yoshikai.

Development of IL-17A+ Vγ6 γδ T cells in mouse thymus

胸腺髄質上皮細胞に発現する転写調節因子Aireを用いた自己免疫病態の解析

Aireを高発現する胸腺髄質上皮細胞の免疫学的機能とトランスクリプトーム解析

松本　満

西嶋　仁、杉田瑞季、森本純子、松本　穣、松本　満

Dermal Vγ6 T17 cells are responsible for Psoriasis-like dermatitis in mice



2019年

2019年

2018年

2018年

第48回日本免疫学会学術集会

第48回日本免疫学会学術集会

Immunology 2018 - AAI Annual Meeting（国際学会）

11th International Congress on Autoimmunity（国際学会）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

Minoru Matsumoto, Hitoshi Nishijima, Ryuichiro Miyazawa, Junko Morimoto, Koichi Tsuneyama, Mitsuru Matsumoto

Junko Morimoto, Yumiko Nishikawa, Naoki Kihara, Kazuyoshi Hosomichi, Hitoshi Nishijima, Mitsuru Matsumoto

Minoru Matsumoto, Hitoshi Nishijima, Junko Morimoto, Koichi Tsuneyama and Mitsuru Matsumoto

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Manipulation of thymic and peripheral tolerance by AIRE defines distinct tissue-specific autoimmunity

Antigen transfer from thymic epithelial cells to DCs contributes to the production of thymic Tregs

Characterization of Aire-expressing DCs with a high-sensitivity and high-fidelity Aire-reporter strain Minoru Matsumoto,
Hitoshi Nishijima, Ryuichiro Miyazawa, Junko Morimoto, Koichi Tsuneyama, Mitsuru Matsumoto

Expression of Ly6C/6G defines a novel subset of medullary thymic epithelial cells

 １．発表者名

Junko Morimoto, Hitoshi Nishijima, Minoru Matsumoto, Mitsuru Matsumoto



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 1st International Symposium on NEO-SELF.

新学術領域「ネオ･セルフ」第3回領域全体班会議

 ３．学会等名

 ２．発表標題

Mitsuru Matsumoto

三根敬一朗、平川可奈、日比生由美、小島夫美子、栗崎宏憲、藤本秀士、南昌江、岡田朗、筒信隆、近藤しおり、横川泰、吉開泰信、森仁
恵、松田やよい、高橋宏和、安西慶三、永淵正法

Shinya Hatano and Yasunobu Yoshikai.

 ３．学会等名

第47回 日本免疫学会学術集会（招待講演）

第61回　日本糖尿病学会年次学術集会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Amelioration of diabetes development in NOD by the transgenic human AIRE expression in DCs

「TYK2多型、IgE、抗GAD抗体から考えられた日本人T1D患者の特徴」

Host defense  by γδ T cells recapitulates their thymic ontogeny.

マウスVδ6陽性細胞の特性 －新規抗体を用いて－

 １．発表者名
畑野晋也, 吉開泰信



2018年

2018年

2018年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

欧州糖尿病学会（European Association for the Study of Diabetes：EASD)第54回年次集会

第56回　日本糖尿病学会　九州地方会

三根敬一朗、森　仁恵、田中賢一、畑野晋也、高橋　宏和、吉開泰信、安西慶三、永淵正法

Shinya Hatano, Naoto Noguchi, Hisakata Yamada, Yasunobu Yoshikai.

畑野晋也, 吉開泰信

第47回日本免疫学会学術集会

新学術領域研究ネオ･セルフの生成･機能･構造 第2回若手の会 (第4回 領域班会議)

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

「DBA/2マウスにおけるウイルス性1型糖尿病感受性遺伝子の探索」

Characteristics of Vγ6+ γδ T cells in mice using novel antibody specific for Vγ6 chain.

新規抗マウスVγ6抗体を用いたVγ6リガンドの探索

EMC-D virus-induced diabetes in DBA/2 mice

 １．発表者名
K. Mine , S. Nagafuchi , H. Takahashi , Y. Yoshikai , H. Mori , Y. Matsuta , K.Anzai



2019年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

ThymOz8（国際学会）

第91回細菌学会総会

畑野晋也，村上哲晋，野口直人，山田久方，吉開泰信

山田久方、小澤龍彦、岸裕幸、岡田誠司、中島康晴、村口篤、吉開泰信

Mitsuru Matsumoto, Junko Morimoto, Minoru Matsumoto, Koichi Tsuneyama, Hitoshi Nishijima

Minoru Matsumoto, Hitoshi Nishijima, Junko Morimoto, Koichi Tsuneyama, Mitsuru Matsumoto

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Bcl11b-independent CD5－NK1.1+γδ T cells participate in early protection against Listeria infection

抗CCP抗体遺伝子導入マウスのB細胞分化機能解析

Aire-dependent subset of mTECs with tolerogenic functions is defined by Ly6 family protein expression.

Acquisition of the resistance to autoimmune diabetes by the expression of human AIRE in BM-derived APCs in NOD

 １．発表者名

 １．発表者名

第57回九州リウマチ学会

ThymOz8（国際学会）



2018年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第91回細菌学会総会

5th Annual Meeting of the International Cytokine and Interferon Society（国際学会）

野口直人，中村梨沙，畑野晋也，山田久方，Xun Sun，大原直也，吉開泰信

Junko Morimoto, Yumiko Nishikawa, Naoki Kihara, Kazuyoshi Hosomichi, Hitoshi Nishijima, Mitsuru Matsumoto

Mitsuru Matsumoto

Shinya Hatano, Hisakata Yamada, Yasunobu Yoshikai.

第46回日本免疫学会総会（招待講演）

第46回日本免疫学会総会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

IL-21 induces short-lived effector CD8+ T cells after BCG infection in mice.

Expression of Ly6C/6G defines a novel subset of medullary thymic epithelial cells.

Tissue-specific autoimmune response controlled by Aire.

Development of new monoclonal antibody specific for murine Vγ6 chain.

 １．発表者名



2017年

2017年

2016年

2016年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第46回日本免疫学会総会

第45回日本臨床免疫学会総会

第27回日本生体防御学会学術総会（招待講演）

第27回日本生体防御学会学術総会

山田久方，原口明久，櫻庭康司，岡崎賢，福士純一，水内秀城，赤崎幸穂，江崎幸雄，嘉村聡志，藤村謙次郎，近藤正一，宮原寿明，中島
康晴，吉開泰信

吉開泰信

村上哲晋、畑野晋也、山田久方、岩倉洋一郎、吉開泰信

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Naoto Noguchi, Risa Nakamura, Shinya Hatano, Hisakata Yamada, Xun Sun, Naoya Ohara, Yasunobu Yoshikai.

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

関節リウマチにおけるGM-CSF産生CD4T細胞サブセットの同定

γδ型 T細胞と生体防御

異なる活性化経路をもつ2種類のIL-17A産生γδT細胞が、肺炎桿菌に対する感染防御に重要な役割を果たす
 ２．発表標題

IL-21 induces short-lived effector CD8+ T cells but does not inhibit their exhaustion after Mycobacterium bovis Bacillus
Calmette-Guerin infection in mice.

 １．発表者名

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第39回日本分子生物学会年会（招待講演）

第45回日本免疫学会総会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Shinya Hatano, Tesshin Murakami, Yumiko Matsumura, Hisakata Yamada, Yasunobu Yoshikai

畑野晋也、村上哲晋、野口直人、松村友美子、山田久方、吉開泰信

Nishijima, H., Matsumoto, M.

Matsumoto, M.

第27回日本生体防御学会学術総会

Cell Symposia（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

A critical role of primitive γδ T cells developing (from DN2a stage) independently of Bcl11b in early host defense

Bcl11b非依存性primitive γδT cellによる感染防御機構

Massive infiltration of macrophages and eosinophils in the muscle of mice overexpressing Aire in thymic and peripheral
antigen-presenting cells

Immunological tolerance mediated by Aire

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第45回日本免疫学会総会

第45回日本免疫学会総会

Yuji Fukushima, Hisakata Yamada, Yasunobu Yoshikai, Nagahiro Minato, Masakazu Hattori

Yuji Fukushima, Hisakata Yamada, Yasunobu Yoshikai, Nagahiro Minato, Masakazu Hattori

Surenchimeg Mondoon, Kensuke Shibata,  Yasunobu Yoshikai
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